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愛知県印刷工業組合�

小牧山のしゃくなげ�
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巻頭言�

　私の会社も新しい期を迎えるにあたり顧客満
足度の高い本当のサービスを提供するため、社
員教育により力を入れていこうと思っていたと
ころ、先日こんな事があった。探していた紅茶
の銘柄を市内の某デパートへ電話にて問い合わ
せた際「お電話ありがとうございます。たいへ
ん申し訳ありませんが、当デパートではお取り
扱いしておりません。しかし○○デパートさん
にございますので、よろしければお電話番号を
お教えいたしましょうか。」実にスラスラと淀
みない対応であった。確か古い映画「34丁目の
奇跡」に、まさに同じ対応をするデパートが登
場し感動した。しかし実際にそのようなサービ
スを受けたのは初めてであった為、少々驚きを
隠せなかった。�
　これは明らかに自社に無く他店に取り扱いの
ある物をリストアップしていて、積極的にお客
様へ教えていくサービスをとっていると思われ
る。これはお客様から伺った話だが、奥様がイ
ヤリングを落としてしまい婦人服売り場で、試
着をした時に紛失した可能性もあるため、その
売り場へ電話をした。すると10分後に「ござい
ません。」と返事を受けた。ここまでは普通の
対応であるのだが、その日の夜お店が閉店した

あと１時間後にまた電話があり「その階のフロ
ア総ての場所と婦人服売り場の総ての階の試着
室を閉店後にもう一度お調べいたしましたが、
残念ですが見当たりませんでした。」との連絡
を受けたのである。そのイヤリングは結婚記念
日の大事な品であったのだが、そこまでしても
らうと諦めがついたとの事であった。このよう
な対応が顧客満足度を高める本物のサービスで
あると思う。�
　しかし、口で言うのは簡単であるが、実際電
話に出た女性がたまたま出来の良い社員であっ
たか、たまたま実権を持っているフロア長であ
ったわけではないはずだ。売り場の上司・フロ
ア長・婦人服売り場長の「報・連・相」が確実
に行われている事がわかる。�
　また、仕事上ある程度想定される事項に対し
て、マニュアルができているのである。そうで
ないとサービスにバラつきが出てしまうからだ。
想定外のことに対しては、上司への「報・連・
相」を徹底することで質の高い均一なサービス
が可能になるのである。�
　顧客の要望・要求に対してサプライズ的な感
動をプラスαすることで質の高い本物のサービ
スを提供することが肝心ではないかと思う。�

「本物のサービス」�
副理事長　細井　俊男�



　平成20年４月21日b午後３時30分から、平成20年
度４月期理事会が31名の出席により、愛知県印刷会
館３階・会議室で開かれました。�
　まず最初に白井紘一理事長が挨拶。同理事長が議
長を務め議案審議が進められました。以下、その内
容の要旨です。�
　1）組合員の加入・脱退について�

　３月31日付けで10社が脱退し、総数334社である
ことが報告されました。�
　2）平成20年度通常総代会上程議案�

　①平成19年度事業報告及び決算、②平成20年度事
業計画及び収支予算、③経費の賦課及び徴収方法、
④平成20年度常勤役員報酬額、⑤平成20・21年度役
員・執行部・委員会編成承認の件について原案通り
に理事会承認を得ました。�
　この中で、新執行部として新たに理事長職を受け
るにあたり、w井昭弘氏が次のように述べました。�
　「大役を引き受けることになりました。微力です
が頑張りますので、ご協力をお願いします。次年度
のテーマは『健康な印刷業』とさせていただきます。
現在、一部の方は健康かも知れませんが、不健康な
方が多いような感じもしますので、『健康な印刷業』

というテーマで進めていきたいと考えています。過
当競争をなくすにはどうしたら良いかを考えると、
やはり、すべての経営者が売上げではなく、利益率・
利益額に目を向ける必要があると思います。売上げ
ではなく、利益を上げるためにはどうするかという
経営手法に変えていただきたいのです。そのために、
次年度のスローガンは『売上げ対経常利益率５％を
目指す』とさせていただきます。それを言い続けて
いきますので、よろしくおねがいします」�
　3）商工中金出資金の株式への転換について�

　商工中金が本年10月１日をもって株式会社となる
のに伴い、出資１口が株式１口に転換されます。印
刷工業組合は商工中金に出資しているので、組合員
は商工中金と取引ができます。印刷工業組合が出資
金を引き上げると、現在、商工中金と取引している会
社も商工中金との取引をそこで中止しなければならな
くなるということもあり、商工中金からも出資金を株
式に転換していただきたいという申し出がありました。
その件が理事会に諮られた結果、拍手をもって出資
金を株式に転換することが承認されました。�
　4）今後の事業等、日程について�

　５月以降の事業等の日程は次の通りです。�

◇５月期理事会及び総代会�

　期日：５月23日f、会場：名古屋観光ホテル�
◇平成20年度　鉛・有機溶剤取扱者健康診断（前期）�

　期日：４月～10月頃、会場：受診申し込みの各事
業所、委託先：6オリエンタル労働衛生協会（全国
印刷工業健康保険組合東海支部との共同事業）�
◇技能検定試験�

　実技試験：６月９日b～９月17日eの間（受験者
へ個別に連絡）、学科試験：８月31日a午後�
◇中部地区印刷協議会上期会議�

　日程：６月20日f・21日g、会場：エクシブ鳥羽
アネックス（鳥羽市／三重県工組担当）�
◇７月期支部長会・理事会�

　日時：７月18日f午後３時30分、会場：愛知県印
刷会館 �
◇９月期持出し支部長会・理事会�

　期日：９月12日f～13日g、会場：未定�
◇全日本印刷フォーラム2008鹿児島大会�

　日時：10月17日f、会場：城山観光ホテル�
◇12月期支部長会・理事会�

　日時：12月５日f午後３時30分、会場：愛知県印

刷会館�
◇平成21年　印刷と関連業界新年互礼会�

　期日：平成21年１月15日e、会場：名古屋国際ホ
テル�
◇２月期理事会�

　日時：２月19日e午後３時30分、会場：愛知県印
刷会館�
◇中部地区印刷協議会下期会議�

　期日：２月20日f・21日g、会場：ホテルキャッ
スルプラザ（名古屋市）�
　5）愛知県印刷産業団体連絡会�

　愛知県印刷産業団体連絡会の講習会が２月25日に
名古屋ガーデンパレスホテルで開かれました。講習
会は、愛印工組のBCP集団研修の結果も取りまとめ
た形で行われました。愛印工組からは18名が参加し、
合計88名が出席しました。�
　また、昨年のビアパーティが好評で、今年も開催
する予定で進めており、時期が迫れば改めて案内す
るとのことです。�

　経済産業省が発表した「平成18年工業統計速
報」によると、平成18年の従業者10人以上の製
造事業所数は、13万6,754事業所、前年比2.3％
と５年ぶりに増加した。従業者数は747万3,379
人、同2.3％と平成３年以来15年ぶりの増加と
なった。製造業出荷額は306兆2,600億円、同6.9
％、付加価値額は103兆2,799億円、同3.9％と、
ともに４年連続の増加となった。�
　＜産業別の状況＞�

　事業所数は、一般機械器具製造業（前年比
5.7％増）、金属製品製造業（同3.9％増）、食
料品製造業（同2.0％増）など、24産業中19産
業が増加となった。しかし、印刷・同関連業（同
1.0％減）、繊維製品製造業（同1.0％減）など、
５産業で減となった。ちなみに、印刷・同関連
産業の事業所数は7,484事業所。�
　従業者数は、輸送用機械器具製造業（前年比
5.3％増）、一般機械器具製造業（同4.6％増）、
プラスチック製品製造業（同3.9％増）など、
18産業で増加となった。しかし、印刷・同関連
産業（同1.9％減）となり、６産業が減少とな

った。ちなみに、印刷・同関連業の従業者数は
27万6,111人。�
　製造業出荷額は、306兆2,600億円、前年比6.9
％と４年連続の増加をみせた。産業別には、輸
送用機械器具製造業（前年比10.9％増）と７年
連続で増加。非鉄金属製造業、石油製品・石炭
製品製造業、一般機械器具製造業、化学工業、
電子部品・デバイス製造業、情報通信機械器具
製造業など18産業が増加となった。しかし、印
刷・同関連業（同1.6％減）、食料品製造業（同
0.2％減）と、６産業が減少となった。ちなみに、
印刷・同関連業の出荷額は6兆2,759億円（前年
比1.6％減）となっている。�
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●平成18年工業統計速報（従業者10人以上）�

　印刷・同関連業の出荷額「６兆2759億円」�

挨拶する白井理事長�

平成18年度�
事業所数�



　6日本印刷産業機械工業会（小森善治会長）・枚
葉印刷機械部会（中島静雄部会長）は、この程、調
査報告書「枚葉印刷市場の動向調査／現状と将来展
望―枚葉印刷の価値創造への課題―」を発表した。�
　調査報告書では、情報のデジタル化や新たな生産
システムの登場で変貌する市場環境を踏まえ、今後
５年を目途に、枚葉印刷機システムの高度化や価値
創造の方向性を示し、オフセット印刷機の更なる差
別化に向け、多様な用紙やインキを用いた印刷領域
の幅広さ、高品質の優位性、小ロット・短納期対応、
付加価値の高度化などの必要性を強調。また、印刷
機械メーカーは自らを「システムソリューションプ
ロバイダー」と位置付け、顧客である印刷会社と「共
創の取り組み」を図っていくことが重要であると結
論付けている。�

※　　　　　　　 ※�
　今回の調査報告書作成にあたっては、主要な枚葉
印刷機関連メーカーから９人の委員が参画し、約１
年半をかけて調査・分析、将来像についての議論を
進めてきた。その結果、「①IT技術の進展による情
報のデジタル化、メディアの多様化などにより印刷

産業が大きく変わってきた。②オンデマンド印刷機
（電子写真印刷、インクジエット印刷など）の普及
で、印刷市場とその構造が変化し、オフセット枚葉
印刷市場と同機械メーカーに影響を及ぼしている。
③需要業界３団体は、業界ビジョン（全印工連／
2008計画、ジャグラ／ジャグラビジョン2010、日印
産連／将来市場予測）などの報告書をまとめた。こ
れらに対して枚葉印刷機メーカーとしての対応を検
討する」などの視点から調査を実施している。�
　調査報告書は、①市場動向の概要、②オフセット
枚葉印刷機の機能変遷、③外部環境の変化と品質要
求、④コンピュータ及び通信手段の高度化と印刷シ
ステム、⑤各団体における中期計画・将来市場予測・
業界ビジョンの概要、⑥IGAS2007展示会の特徴と
注目された商品、⑦総まとめ、などの７章からから
なっている。�
　この中で、外部環境の変化と品質要求の項目で、
オフセット枚葉印刷機の現状と展望を、「デジタル
印刷の進展に伴い、生産機であるオフセット枚葉印
刷機の多くは、デジタル制御化しており、その変化
は目を見張るものがある。�
　しかし、個人や企業単位でも品質の高い印刷物を
作成できるデバイス（プリンタやコピー機など）を
入手することが可能となった。それにより、従来、

オフセット枚葉印刷機によって作成されてきた印刷
物が、技術的には他の手法・手段によって、作成さ
れることが可能になっている」とした上で、「しか
しながら、オフセット枚葉印刷は、各種工程のイン
ライン化や表面加工による高付加価値化、大きな利
点である低コストでの大量生産性や多様な材料が選
択可能であるという、他の手法にない特徴をもって
いる。将来にわたり存続し続け、更なる発展を遂げ
ていく」と述べている。�
　更に、「高付加価値印刷は、他の生産手段で加工
できない要素を含む構成を含め、更に高度化が推進
されている。熾烈なコスト低減競争の枠からはずれ、
品質やコストも含め価値ある印刷物を生産するため、
様々な技術や技法が生まれた。これらの印刷物は、
オフセット枚葉印刷機によってもたらされる印刷物
が多く、オンデマンド印刷機によって印刷される印
刷物に対して、大きなアドバンテージとなっている」
としている。�

　印刷物の工業製品化に触れ、「印刷物を工業製品
として考え、標準化に基づいた技術を活用して印刷
物を常に安定的に生産し、コスト、納期、クオリテ
ィを管理することが大きな課題であり、その成果は、
印刷会社のセールスポイントにつながる」との見方
を示している。�
　まとめの項では、今後の印刷機メーカーに求めら
れる新しい役割を「システムソリューションプロバ
イダー」と位置付け、「印刷機だけを印刷業者に提
供していればよい時代ではない。フルデジタル印刷
システムとしての印刷機械が、システムの中でどう
連携し使いこなすのか、デジタルワークフローの投
資対効果をどのように考えればよいのか、中小印刷
事業所などを含めて環境の変化も取り込み、ユーザ
ーと一体となって取り組む」ことを重要テーマとし
て掲げている。�
　なお、調査報告書の全文は、日本印刷産業機械工
業会のホームページに掲載予定である。�
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（社）日本印刷産業機械工業会�

調査報告書「枚葉印刷市場の動向調査／現状と将来展望�
　　　　　　　　　―枚葉印刷の価値創造への課題―」発表�

枚葉印刷機システムの高度化・�
　　　　　価値創造の方向性示す�

印刷市場を取り巻く外部環境の変化�

高付加価値マップ�



　製紙メーカー大手が相次いで印刷・情報用紙の値上げ

を発表している。業界三位の大王製紙㈱が３月に発表し

たのを皮切りに、製紙メーカー最大手の王子製紙㈱と中

堅の中越パルプ工業㈱、そして業界二位の日本製紙㈱も

この４月に値上げすることを発表した。いずれも、古紙・

石炭・重油・木材チップなどの原燃料の高騰を理由にし

ている。大王製紙が５月21日、王子製紙、日本製紙、中

越パルプ工業が６月１日出荷分から15％以上の値上げを

行う。これに対し、全日本印刷工連組合連合会（浅野健

会長）、6日本印刷産業連合会（山口政廣会長）では、

断固反対の姿勢を表明している。特に、日印産連では、

値上げの根拠に対し説明を求める要請文を提出した。�

　●製紙大手各社の動向�

　製紙メーカー大手による印刷・情報用紙の値上げは、

昨年７月以来11か月ぶりのことで、平成18年の春・夏、

19年の夏に続いて２年間で４回目となる。前回の値上げ

幅は約10％であったが、今回は、過去最高の15％にのぼ

る。各社の動向は以下のごとくである。�

　王子製紙は４月２日、主力の印刷・情報用紙を６月１

日出荷分から値上げすることを販売代理店に伝えた。原

燃料高を製品に添加する考えで、15％以上の値上げを目

指している。�

　日本製紙は４月４日、主力の印刷・情報用紙を６月１

日出荷分から15％以上値上げすることを販売代理店に伝

えた。�

　大王製紙は３月24日、印刷・出版・情報用紙・特殊紙

の価格を、５月21日以降の出荷分から15％以上値上げす

ることを発表した。価格改定の銘柄は、印刷・出版用紙

（キャストコート紙、A2コート紙、A3コート紙、微塗

工紙、色上質紙、上級印刷紙、下級印刷紙）、情報用紙

（PPC用紙、フォーム・OCR用紙、インクジェット用紙、

ノーカボーン紙、圧着はがき用紙）、特殊紙（色・白画

用紙、ファイル原紙、壁紙原紙、マスキングペーパー、

特殊塗工紙、その他、色板紙・機能紙）など。�

　中越パルプ工業は４月２日、製品価格の改定を発表し

た。６月１日出荷分から、上級印刷紙、中級印刷紙、下

級印刷紙、アート紙、コート紙、軽量コート紙、微塗工

印刷紙などが15％以上、高級板紙、特殊板紙が10％以上

の値上げを目指している。�

　今回の値上げがすべて浸透すれば、汎用品である上質

紙の代理店販売価格１キロ120円から150円（東京の場合）

になる見込み。�

　●日印産連、全印工連は反対の意向�

　製紙メーカー大手は、年初に再生紙偽装問題が発覚し

たため値上げを先送りしていたが、社長辞任など社内処

分を行い、一区切りついたとして、今回の値上げを表明

している。�

　今回の価格改定にあたって製紙メーカー大手２社（王

子製紙、日本製紙）は、事前に日印産連、全印工連など

を訪れ、値上げの説明を行っている。これに対して全印

工連では、「①昨年7月も10％の値上げを行っている、

②古紙偽装問題の説明が消費者及び需要家に対し十分な

されていない、③一律の割合での値上げは大量需要家と

小規模需要家間の価格差を今まで以上に広げる」などの

問題点を指摘し、値上げに対して反対の姿勢を見せた。

一方、日印産連においても「再生紙の安定供給、用紙の

返品・交換、及び刷り直しなどの費用が発生した際の補

償問題など、再生紙偽装問題はまだ終結していない。し

かも、過去最大の値上げはとても容認できない」とし、

断固反対の姿勢を表明している。�

　6日本印刷産業連合会では、2008年「９月　

印刷の月」PRポスターの作品募集を開始しまし

た。PRポスターデザインの公募を行うことで、

業界のイメージアップと印刷産業への認識・理

解の促進を図る目的で行われています。�

　また、応募作品の中から最優秀作品を選び、

ポスターを会員団体、賛助会員企業などに配布

することにより、「９月　印刷の月」と、併催

される行事「記念式典・懇親会」をPRする広報

の一貫として位置づけています。�

　昨年、PRポスターデザインを印刷業界デザイ

ナー、印刷関連教育機関に向けて公募したところ、

51点の優秀な作品が寄せられました。�

　【公募内容】�

　・応募対象者�

　一般部門／クリエーター、デザイナー�

　学生部門／グラフィツク・デザイン専門学校

生徒、美術学校生徒�

　・応募締め切り�

　７月15日c当日消印有効�

　・サイズ／色数／用紙／インキ�

　サイズ２、使用色数4色以内、金・銀・パー

ルインキ使用不可、採用ポスター用紙について

はコート紙、マットコート紙の２種類。�

　・必須文字�

　「2008年『９月　印刷の月』 期間９月１日b

～９月30日c」　�

　「2008年『９月　印刷の月』記念式典・懇親

会　９月17日d」�

　「We　Love　EARTH　We　Love　PRINTING」�

　※入賞作品には追加文字の制作あり。�

　・提出�

　インクジェット、カラープリントなど、デジ

タル対応プルーフ１枚提出。�

　・応募費用�

　無料。�

　・付随事項�

　入賞作品の著作権は日印産連に帰属。作品は

自作未発表に限定。最優秀作品を2008年「９月

　印刷の月」PRポスターとして配布。最優秀作

品受賞者は、2008年「９月　印刷の月」記念式

典において表彰。各種展示会、ホームページな

どで掲載予定。�

　【賞】�

　・最優秀賞１点、賞状、賞金20万円�

　・優秀賞　一般部門２点、賞状、賞金６万円�

　　　　　　学生部門２点、賞状、賞金４万円�

　・佳　作　一般部門２点、賞状、賞金３万円�

　　　　　　学生部門２点、賞状、賞金１万円�

　【応募・問い合わせ】�

　6日本印刷産業連合会／〒104―0041　東京都

中央区新富1―16―８　電話03―3553―6051、

FAX03－3553―6079�

　Eメール　yamauchi　jfpi.�

　URL　http://jfpiorJP
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 （社）日本印刷産業連合会�

「９月  印刷の月」�

Topics

製紙大手３社が値上げを表明�

２年間で４度目、過去最高の15％以上�



　愛印工組・岡崎支部（w川正敏支部長／㈱ヨシノ
印刷）の平成20年度総会が、４月４日午後５時より、
岡崎ニューグランドホテルで開催されました。参加
者は組合員21名、来賓２名の計23名です。�
　総会の司会は鈴木田錦治氏（2イズミ印刷所）が
務め、安井彰彦氏（2安井印刷）の開会の辞に続き、
w川支部長が挨拶に立ち、参加者に感謝の意を表し
た後、支部の組合員数にふれ、「愛印工の支部再編
により、豊田支部のユタカ印刷さんが岡崎支部に移
行されました。これにより岡崎支部は本年度組合員
数24社でスタートします」と述べました。また、「私
は平成12年４月に支部長をお受けして８年間が経過
しました。この間、組合員の皆さんのご協力をいた
だき、より良い活動ができましたこと、ありがたく
思っています」と感謝するとともに、「昨年度の岡
崎支部の事業は、各担当の委員長さん、組合員の皆
さんのおかげで充実した活動ができたと思います」
と前置きして、昨年度の事業内容を回顧しました。

更に愛印工組を含め、全国的に組合員が減少してい
ることに危機感を表明。「岡崎管内の印刷業にたず
さわってみえる会社で、組合に加入していない会社
が数多くあります。本年度も岡崎支部の組合員数を
拡大するように声かけをしたいと思います」と述べ、
組合員拡大に積極的に取り組む姿勢を示しました。�
　この後、議長に岡田邦義氏（㈱岡田印刷）を選出、
議案審議に入りました。上程された議案は、役員改
選及び岡崎支部組織変更の件、平成20年度事業計画
案及び予算案承認の件など。このうち、役員改選で
はw川支部長が再任されました。また、承認された
事業としては、役員会、例会の他、研修家族旅行（６
月８日）、西三河協議会（10月３日）、親睦家族旅
行（11月を予定／愛印工組事業参加）などが予定さ
れています。�
　議案審議終了後、来賓の愛印工組・村瀬誠専務理
事が祝辞を述べました。�
　その後、岡田吉生氏（ブラザー印刷㈱）の閉会の
辞で終了しました。�
　総会終了後、懇親会が開かれました。懇親会の司
会は岡田邦義氏が務めました。�
　懇親宴に先立ち、w川支部長が挨拶を、来賓の愛
印工組・猪飼重太郎組織・共済委員長（㈱昭栄社印
刷所）が祝辞を述べました。このうち、w川支部長
は次のように挨拶しました。「先ほどの総会では、
平成20年度の事業計画、予算をご承認いただき、あ
りがとうございます。岡崎支部は組合員24社で平成
20年度がスタートしました。コミュニケーションが
大切です。この懇親宴で出会いを大切にされ、20年
度のスタートにしていただきたいと思います」�
　この後、近藤弥氏（㈱近藤印刷）の発声で乾杯し、
懇親宴に入りました。賑やかに繰り広げられた懇親
宴は、太田三伸氏（大日印刷㈱）の万歳三唱をもっ
てお開きとなりました。�

　6日本印刷産業連合会では、この程、知的財産に関連
した新刊書「印刷会社のための知的財産裁判事例集」と「印
刷会社のための知的財産権法律相談Ｑ＆Ａ改訂版」の２
冊を発行しましたので紹介します。�
　印刷業は、製造業として認知されてきましたが、近年、
情報加工産業としての側面がクローズアップされてきて
います。そのような中で、デジタル化、ネットワーク化、
ソフト化の流れに伴い、知的財産の重要性がますます高
まってきました。このような状況下、知的財産について
生じうる問題やその問題に対する適切な対処について、
あらかじめ知見を備えておくことが重要になってきてい
ます。本書はその一助にと刊行されたものです。�
　●「印刷会社のための知的財産裁判事例集」�

　本書には、全19件の事例が紹介されています。内容の
一部を紹介しますと、ネット掲示板の管理者が投稿者に
無断で投稿文章を複製し、書籍を作成･出版した行為が著
作権侵害とされた「掲示板書き込み転載事件」、タレン
トの肖像や氏名を無断でカレンダーに使用し販売した業
者に対して、差し止めと損害賠償を求められた「オニャ
ン子クラブ事件」、創作者のないデーターベースからの
データ流用について、著作権法による保護は認められな
かったものの、民法上の不法行為とされた「翼システム
事件」など多彩な内容になっています。�
　●「印刷会社のための知的財産権法律相談Ｑ＆Ａ改訂版」�

　本書では全20件の事例を紹介。例えば、（質問）「他
店より絶対に安い」といった極端な宣伝見出しをするこ
とに、何か問題はありますか？（不正景品及び不当表示
防止法）。（質問）正式な契約書を作成することには、
どんなメリットがあるのですか？（契約と印刷データ）。
（質問）インターネットで見つけたイラストを合成して
使いたいのですが、問題はありますか？（著作物と著作
権に含まれる権利）。（質問）他社から特許侵害のクレ
ームを受けた場合、どのように対応すればいいのでしょ
うか？（特許権とは）などなど、多岐にわたる質問と明
快な回答が掲載されています。　�
　詳細については、6日本印刷産業連合会／東京都中央
区新富1―16―8日本印刷会館、電話03―3553―6051へ。�

　日印産連が行っている「グリーンプリンティン
グ工場認定」制度の第７回審査で新たに20工場（オ
フセット11工場、シール１工場、グラビア７工場、
スクリーン１工場）が認定された。これで、GP
認定工場は111工場となった。平成18年４月から
オフセット印刷部門で始まったグリーンプリンテ
ィング認定制度。また、平成20年１月からスター
トしたシール印刷部門、グラビア印刷（軟包装）
部門、スクリーン印刷部門においても認定を開始
したことで、今回この部門においてもGP認定工
場が誕生している。�
　グリーンプリンティング認定工場に付与されて
いるグリーンプリンティングマークが、環境省が
運営している「環境ラベル等データベース」にお
いて、「環境物品を選ぶ際に参考となる環境ラベ
ル」として、GPマークが登録された。�
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●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�

事業・行事 平成20年度　通常総代会�

場所 名古屋観光ホテル�

理事会　午後2:00  2階「曙の間　西」�

総代会　午後4:00  2階「曙の間　西」�

懇親会　午後6:00  2階「曙の間　東」�

事業・行事 印刷寺子屋�

場所 愛知県印刷会館３階「会議室」�

※テーマ、講師については調整中　�

�

�

５月23日f

７月４日b

19:00�

　～20:30�

　 （予定）�

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�

事業・行事 愛知県印刷協同組合　通常総会�

場所 名古屋観光ホテル�

理事会 14:30　　総会 15:00�

事業・行事 中部地区印刷協議会　上期会議�

場所 エクシブ鳥羽アネックス�

事業・行事 平成20年度印刷技術セミナー�

 「初心者、新入社員に向けた技術�

 研修」 �

場所 愛知県産業貿易館�

 西館９階「第一会議室」�

6日本印刷学会　中部支部セミナー�

�

５月23日f

６月20日f�

６月21日g

６月21日g

13:00�

　～16:45

●支部だより・岡崎支部�

平成20年度総会を開催�

支部組合員24社でスタート�

日印産連から新刊書２冊発行�
印刷会社のための知的財産裁判事例集�
印刷会社のための知的財産権／Ｑ＆Ａ改訂版�

グリーンプリンティング（GP）ニュース�
シール・グラビア・スクリーンの認定工場が誕生�



　名古屋而立会の「総会」が４月
18日午後６時より、ホテルオーク
ラレストランにおいて開催されま
した。�
　席上、新会長に就任した山田会
長は、「今年度のテーマを『今行
動』としました。皆さんは、各企
業で行動されていますが、而立会
活動で更に行動、飛躍していただ
きたい。それが最後には、『印刷
文化、印刷産業の発展に寄与』す
ると謳っている而立会会則に合致
します」とし、今年度の課題につ
いて、「本音で語り合える而立会、
②他団体との交流　③会員拡大の
３つをあげました。特にお願いし
たいことは会員の拡大です。現在、
会員数は実質的に50名を切ってい
ます。会員拡大に皆さんもいろい
ろと骨を折っていただきたい」と
要請。そして、「皆さんがすぐに
行動できるような会の運営を行う
のが、役員メンバーに課せられた
役目だと痛感しています。必ず皆
さんの事業所に、もって帰ってい

ただけるものを提供することを約
束します」との決意を述べました。�
　総会終了後の懇親会では、愛印
工組のw井昭弘副理事長と名古屋
而立会元会長でOB会員の木野瀬
吉孝副理事長が出席し、祝辞を述
べました。�
　w井副理事長は、「今、印刷業
界は紙・資材の値上げで大変な時
期にあります。しかし、若い皆さ
ん方がいろいろなことを学び、発
想し、印刷をコアとして新しい道
を拡大していけば、大変有望な業
界になるのではないかと思います」
と激励しました。また、木野瀬副
理事長は、「この時代環境の中で、
１社で一人勝ちはできません。今
回、３名の新入会員がありますが、
而立会の意味、また、業界で活躍
する意味を理解すると、もっと素
晴らしいことができると思います」
とエールを贈りました。�
　〈平成20年度役員〉敬称略�
・会長／山田慎二（㈱二和印刷紙
業）副会長／後藤規之（三籐印刷
㈱）、荒川壮一（㈱荒川印刷）、
岩田秀樹（2岩田製本所）�

●桜の季節が足早に去った後、今
度は新緑がまばゆいばかりの景観
を作り、目を楽しませてくれてい
ます。つつじの花も色を添え、こ
の時期が一番過しやすいような気
がします。�
●先日、セントラルアートギャラ
リーにおいて、｢触れたいグラフ
ィックの世界」と題したグラフィ
ツクデザイン展が開かれました。
主催は㈱伊藤美芸社製版所で、中
部地区を代表する15名のグラフィ
ックデザイナーが参加していまし
た。この展示会、これまでのグラ
フィックデザインとは少し違い、
表題にあるごとく、作品に触れる
ことができ、これにより、見る人
の触覚を通し、感性、感覚を刺激
するという、一味違った展示会で
した。展示作品を制作したのが
「立体アートスキャン」という新
技法で、これまで再現できなかっ
た凹凸感、立体感を表現しますの
で、作品に強力なインパクトがあ
ります。�
●高度なスキャナ技術と画像処理
技術を屈指する「立体アートスキ
ャン」は、油絵、布地、石材、和
紙などの素材表面の凹凸や陰影を、
一般の用紙に忠実・精密に再現す
る特色を持ち、魅力ある手法とし
て、大きな注目を集めているそう
です。印刷物に付加価値を与える
には、いい手段かもしれません。�
●月末には、新執行部による体制
が船出します。機関誌もより内容
を充実させお届けいたします。支
部活動などお知らせいただければ
幸いです。�
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名古屋而立会�
山田慎二氏（㈱二和印刷紙業）�
新会長に就任�

●本音でかたり合える而立会�

●他団体との交流�

●会員拡大�

事務局だより�

（前会長の前　氏と新会長の山田氏（右））�


